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!
白
樺
派
%
は
"
自
然
主
義
に
か
わ
*
て
"
１
９

１
０
年
代
の
日
本
文
学
の
中
心
で
あ
*
た
; 

参
加
し
た
多
く
の
作
家
が
学
習
院
出
の
上
流

階
級
の
青
年
た
ち
で
あ
*
た
; 

彼
ら
は
"
人
間
を
肯
定
し
"
個
人
主
義
"
自
由

主
義
"
人
道
主
義
"
理
想
主
義
を
基
調
に
し
た
作

品
を
制
作
し
"
明
治
の
武
士
的
な
精
神
e
そ
の
象

徴
が
学
習
院
院
長
で
あ
*
た
乃
木
希
典
で
あ
る
o

に
反
発
し
"
軍
人
嫌
い
で
も
あ
*
た
; 

&
白
樺
'
は
学
習
院
で
は
v
遊
惰
の
徒
z
が
つ
く

*
た
雑
誌
と
し
て
禁
書
に
さ
れ
た
と
い
う
; 

彼
等
は
ロ
ダ
ン
や
セ
ザ
ン
ヌ
や
ゴ
�
ホ
ら
を

紹
介
し
"
美
術
界
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
;

武
者
小
路
実
篤
・
志
賀
直
哉
・
木
下
利
玄
・
有
島

武
郎
・
有
島
生
馬
ら
が
主
導
し
た
が
"
武
者
小
路

実
篤
が
思
想
的
な
中
心
人
物
で
あ
*
た
; 

!
新
し
き
村
%
は
"
人
道
主
義
的
理
想
e
ユ
°
ト

ピ
ア
o
の
実
現
を
目
指
し
て
設
立
さ
れ
た
生
活
共

同
体
の
村
;
そ
の
精
神
は
"
自
他
を
犠
牲
に
す
る

こ
と
な
く
自
己
を
生
か
す
こ
と
に
あ
り
"
村
民
は

一
定
の
義
務
労
働
を
分
担
し
て
衣
食
住
が
無
料

で
得
ら
れ
る
社
会
"
み
ず
か
ら
の
労
働
に
よ
*

て
"
自
由
を
楽
し
み
"
個
性
を
生
か
せ
る
社
会
を

め
ざ
し
た
; 

新
し
き
村
の
運
動
に
対
し
て
"
社
会
主
義
者
の

山
川
均
や
堺
利
彦
は
夢
想
主
義
に
終
わ
る
と
い

い
"
河
上
肇
は
失
敗
す
る
だ
ろ
う
と
予
言
し
"
有

島
武
郎
は
同
情
し
な
が
ら
批
判
し
た
;
当
時
の

人
々
の
関
心
は
"
人
道
主
義
の
理
想
よ
り
も
科
学

的
社
会
主
義
の
方
向
に
移
行
し
て
い
*
た
; 

志賀直哉 

『白樺』創刊号表紙 
実篤による漱石の
『それから』の評論
が掲載された。 武者小路実篤 

実篤 
大正７年 
 
実篤 33
歳、房子
26 歳で
入村。 

竹尾房子 
日本女子
大学出身
男関係に
自由奔放 

妻安子と長女新子 
大正 13 年 
安子は、若い頃、
鏑木清方に師事
し、本格的に画
を学んだ。 

房子（右）と安子 
大正 12 年春 

叔父、資承 
華族、子爵。
藤原北家日
野流勘解由
小路家当主
（第 10代）。
貴族院議員 

武
者
小
路

む

し

#

の

こ

う

じ

実
篤

さ

ね

あ

つ 

１
８
８
５
年
e
明
治
18
o
５
月
12
日
þ
１
９
７
６
年
e
昭
和
51
o
４
月
９
日
e
満
90
歳
没
o 

 
 
 
 
 
 
 
 

小
説
家
・
詩
人
・
画
家
・
劇
作
家
・
貴
族
院
勅
選
議
員
;
文
化
勲
章
受
章
者
"
名
誉
都
民
"
日
本
芸
術
院
会
員
; 

 
 
 
 
 
 
 
 

呑
気
な
楽
天
家
;
理
想
主
義
者
;
白
樺
派
の
中
心
人
物
;v
新
し
き
村
z
主
宰
者
; 

１
８
８
５
年
e
明
治
18
o
０
歳
"
５
月
12
日
"
子
爵

し
し
"
く

武
者
小
路

む
し
"
の
こ
う
じ

実さ
ね

世よ

と
勘か

解で

由の

小
路

こ

う

じ

秋
子

な

る

こ

の
八
番
目
の
末
子
と
し
て
"
現
"
東
京
都

千
代
田
区
一
番
地
に
藤
原

ふ
じ
わ
ら

北
家

ほ

4

け

の
支
流
の
閑
院
流
の
末
裔
の
公
家
華
族
の
家
に
生
ま
れ
た
;
五
人

の
兄
姉
は
生
後
早
く
亡
く
な
り
"
６
歳
の
姉
伊い

嘉
子

か

こ

と
３
歳
の
兄
公
共

き
ん
と
も

の
２
人
し
か
い
な
か
*
た
; 

１
８
８
７
年
e
明
治
20
o
２
歳
"
10
月
"
父
肺
結
核
で
死
去
e
享
年
36
歳
o 

１
８
９
１
年
e
明
治
24
o
６
歳
"
学
習
院
初
等
科
入
学
;
小
野
鵞
堂

お

の

が

ど

う

"
華
族
女
学
校
e
現
"
学
習
院
女
子
高
等
科
o
教
授
と
な
る
; 

１
８
９
７
年
e
明
治
30) 

12
歳
"
学
習
院
中
等
科
入
学
;
癇
癪
持
で
負
け
ず
嫌
い
;
虚
弱
; 

１
８
９
９
年
e
明
治
32
o
14
歳
"
12
月
"
姉
死
去
;
体
操
"
作
文
"
図
画
"
唱
歌
は
嫌
い
; 

１
９
０
３
年
e
明
治
36
o
18
歳
"
母
の
弟
勘
解
由
小
路
資
承

か

で

の

こ

う

じ

す

け

こ

と

の
影
響
を
う
け
" 

ト
ル
ス
ト
イ
を
読
み
は
じ
め
る
; 

１
９
０
４
年
e
明
治
37
o
19
歳
"
２
月
"
日
露
戦
争
勃
発
; 

１
９
０
６
年
e
明
治
39
o
21
歳
"
学
習
院
卒
業
"
東
京
帝
大
文
科
社
会
科
入
学
; 

１
９
０
７
年
e
明
治
40
o
22
歳
"
大
学
中
退
;
10
月
"
志
賀
直
哉
と
雑
誌
�
白
樺
�
発
刊
に
つ
い
て
話
し
合
*
た
; 

１
９
０
８
年
e
明
治
41
o
23
歳
"
４
月
"�
荒
野
�
自
費
出
版
;
短
編
�
芳
子
�
執
筆
; 

尾
上

お

の

え

柴さ
い

舟
し
@
う

"
女
子
学
習
院
教
授
と
な
る
; 

１
９
０
９
年
e
明
治
42
o
24
歳
"
10
月
"
初
の
脚
本
�
或
る
家
庭
�; 

１
９
１
０
年
e
明
治
43
o
25
歳
"
２
月
"�
お
目
出
た
き
人
�
脱
稿
; 

４
月
"&
白
樺

し
ら
か
ば

'
創
刊
; 

１
９
１
２
年
e
明
治
45
／
大
正
元
年
o
27
歳
"
竹
尾
房
子(

20
歳)

と
結
婚
; 

１
９
１
４
年
e
大
正
３
o
29
歳
"
春
"
下
二
番
町
に
転
居
;
８
月
"�
死
�
を 

漱
石
に
す
す
め
ら
れ
て
v
朝
日
新
聞
z
に
発
表
; 

７
月
"
第
一
次
世
界
大
戦
勃
発
; 

１
９
１
５
年
e
大
正
４
o
30
歳
"
１
月
"
鵠
沼
に
転
居
;
９
月
千
駄
¼
谷
へ
越
す
; 

１
９
１
６
年
e
大
正
５
o
31
歳
"
夏
"
小
石
川
"
暮
れ
に
千
葉
我
孫
子
に
移
住
; 

12
月
"
漱
石
没
;
多
量
の
反
戦
論
を
書
く
7 

１
９
１
７
年
e
大
正
６
o
32
歳
"
11
月
７
日
"
ロ
シ
ア
革
命
勃
発
; 

１
９
１
８
年
e
大
正
７
o
33
歳
"
７
月
"
機
関
誌
�
新
し
き
村
�
創
刊
; 

11
月
"
同
志
19
人
と
宮
崎
日
向

ひ
@
う
が

で
" 

v
新
し
き
村
z
の
建
設
に
着
手
; 

１
９
２
０
年
e
大
正
９
o
35
歳
"
川
南
村
に
第
二
の
新
し
き
村
建
設
; 

１
９
２
２
年
e
大
正
11
o
37
歳
"
房
子
と
離
婚
;
有
島
武
郎
心
中
; 

１
９
２
３
年
e
大
正
12
o
38
歳
"
８
月
"�
白
樺
�
廃
刊
;e
全
部
で
１
６
０
号 

が
発
刊
さ
れ
た
;o
飯い

い

河ご
う

安
子
と
結
婚
; 

９
月
１
日
"
関
東
大
震
災
" 

千
代
田
区
元
園
町
の
家
全
焼
; 

12
月
"
長
女
新
子
誕
生
;
絵
を
描
き
初
め
る
; 

１
９
２
５
年
e
大
正
14
o
40
歳
"
２
月
"
次
女
妙
子
誕
生
; 

４
月
"
治
安
維
持
法
制
定
;
６
月
資
承

す
け
こ
と

死
去
; 

12
月
"
兄
が
ル
°
マ
ニ
ア
公
使
と
な
る
;
村 

を
離
れ
奈
良
に
移
住
;
真
杉
静
枝
と
出
会
う
; 
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房
子
は
日
本
女
子
大
出
身
の

v
新
し
い
女
z
の
一
人
だ
*
た
;

村
の
男
と
つ
ぎ
つ
ぎ
と
自
由
な

恋
愛
を
楽
し
み
"
実
篤
に
世
話

に
な
り
な
が
ら
村
の
内
外
で
男

と
暮
ら
し
た
;
安
子
は
大
阪
か

ら
入
村
す
る
た
め
家
出
し
て
き

た
;
実
篤
は
安
子
に
一
目
惚
れ

し
"
房
子
と
別
れ
て
"
安
子
と

結
婚
"
村
を
出
て
"
村
外
会
員

に
な
*
た
;
そ
の
後
"
房
子
は

年
下
の
杉
山
正
雄
と
再
婚
し
村

で
暮
ら
し
た
;
杉
山
が
実
篤
の

養
子
に
な
*
た
の
で
房
子
は
再

び
武
者
小
路
姓
に
な
*
た
;
村

外
会
員
に
な
*
た
実
篤
は
生
涯

に
わ
た
り
物
心
両
面
で
村
を
支

援
し
続
け
た
; 

 

v
・
・
・
我
々
は
大
抵
"
武
者

小
路
氏
が
文
壇
の
天
窓
を
開
け

放
つ
て
"
爽
な
空
気
を
入
れ
た

事
を
愉
快
に
感
じ
て
ゐ
る
も
の

だ
つ
た
;
・
・
・
z
e
芥
川
龍
之

介
v
あ
の
頃
の
自
分
の
事
z
大

正
７
年
12
月
か
ら
o 

実篤書「新しき村の精神」扁額 

1935 年（昭和 10 年）の日向の「新しき村」ダム建設前 

「お互いが人間らしく生き、むつみ合いそしてお

互いの個性を尊重し、他人を傷つけることなく、

しかも天命を全うすることができる理想郷、いわ

ば調和的な共同体をめざす」「理想的な調和社

会・階級闘争の無い世界の実現をめざす」 

真杉静枝 
美貌の女流作家 実篤のこと
を「夕方になれば、白い蚊
帳の中へ自分を残して、妻
子の待つ家へ戻っていく
男」だったと述べている。 

v…

字
が
一
番
"
主

観
的
で
"
実
力
的
だ
;

油
絵
を
か
く
時
が
"

一
番
ら
く
で
"
日
本

画
を
か
く
時
は
"
そ

れ
よ
り
息
苦
し
く
"

字
を
か
く
時
が
一
番

苦
し
い
z 

e
実
篤
�
書
に
就
い

て
の
雑
感
�
か
ら
o 

実篤筆「南瓜」昭和２年 
21.5×27.0 ㎝ 最初の油絵 

晩年の母 
秋子 

1930 年（昭和 5）45 歳 
新宿下落合の自宅
で、左から次女妙子、
実篤、長女新子 

実篤 51 歳 
ハ ン ブ ル
グ の バ ス
の中で 

実篤筆「裸婦」油彩 

           

１
９
２
６
年
e
大
正
15
／
昭
和
元
年
o
41
歳
"
12
月
"
和
歌
山
に
転
居
; 

一
身
上
の
都
合
で
新
し
き
村
の
村
外
会
員
に
な
る
; 

１
９
２
７
年
e
昭
和
２
o
42
歳
"
２
月
"
東
京
小
岩
井
村
に
転
居
; 
 

芥
川
龍
之
介
自
殺
; 

３
月
"
真
杉
静
枝
に
借
家
を
与
え
毎
日
通
い
絵
を
描
く
; 

６
月
"
新
宿
紀
伊
国
屋
書
店
で
v
第
一
回
新
し
き
村
美
術
展
z 

11
月
"v
大
調
和
美
術
展
覧
会
z;
牛
込
八
幡
様
わ
き
に
越
す
; 

１
９
２
８
年
e
昭
和
３
o
43
歳
"
１
月
"
麹
町
下
二
番
町
に
転
居
; 

２
月
"v
東
京
新
し
き
村
会
場
z
を
有
楽
町
に
作
り
" 

毎
月
展
覧
会
な
ど
を
開
催
; 
 
 
 

円
本
ブ
°
ム 

４
月
"v
大
調
和
z
創
刊
編
集
; 

11
月
"
母
亡
く
な
る
;
三
女
辰
子
誕
生
; 

個
人
雑
誌
v
独
立
人
z
創
刊
;
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
隆
盛 

牛
込
八
幡
様
わ
き
に
転
居
; 

１
９
２
９
年
e
昭
和
４
o
44
歳
"
２
月
"
個
展
e
洋
画
19
点
"
日
本
画
17
点
o 

４
月
"
市
外
の
下
落
合
に
転
居
; 
 
 
 

世
界
大
恐
慌 

５
月
"
第
四
回
国
画
会
展
覧
会
に
二
点
が
入
選
; 

11
月
"
市
外
の
祖
師
¼
谷
に
転
居
; 

12
月
"
神
田
表
猿
楽
町
に
美
術
品
販
売
と
出
版
の
店
v
日
向
堂
z
経
営
; 

１
９
３
１
年
e
昭
和
６
o
46
歳
"
夏
"
市
外
の
砧
村
へ
転
居
; 
 

９
月
"
満
州
事
変
勃
発
7 

１
９
３
２
年
e
昭
和
７
o
47
歳
"
杉
山
正
雄
"
実
篤
の
養
子
と
な
る
;
後
"
房
子
と
結
婚
"
夫
婦
で
日
向
の 

v
新
し
き
村
z
に
住
む
e
昭
和
14
年
か
ら
昭
和
43
年
ま
で
29
年
間
o" 

村
に
は
２
人
だ
け
で
住
ん
だ
;
こ
の
頃
"
真
杉
静
枝
と
別
れ
る
; 

１
９
３
３
年
e
昭
和
８
o
48
歳
"
２
月
"
小
林
多
喜
二
獄
死
;
共
産
党
員
ぞ
く
ぞ
く
転
向
; 

１
９
３
４
年
e
昭
和
９
o
49
歳
"
３
月
"
市
外
吉
祥
寺
鶴
山
小
路
に
転
居
;
岸
田
麗
子
v
新
し
き
村
z 

東
京
支
部
を
出
る
; 
 
 

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の
退
潮
; 

１
９
３
５
年
e
昭
和
10
o
50
歳
"
１
月
"
吉
祥
寺
日
向
小
路
に
転
居
; 

４
月
"
国
画
会
会
友
;
画
業
本
格
的
に
な
る
; 

１
９
３
６
年
e
昭
和
11
o
51
歳
"
４
月
"
欧
米
へ
旅
行
;
パ
リ
で
マ
チ
ス
・
ピ
カ
ソ
・
ル
オ
°
・
ド
ラ
ン
に
会
い
"
上
海
で
魯
迅
に

会
う
;
12
月
12
日
"
帰
国
;
ベ
ル
リ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
�
ク
の
取
材
以
外
"
す
べ
て
自
前
; 

旅
行
中
体
験
し
た
人
種
差
別
の
屈
辱
に
よ
Q
て
S
実
篤
は
戦
争
支
持
者
と
な
Q
て
ゆ
く
7 

１
９
３
７
年
e
昭
和
12
o
52
歳
"
芸
術
院
会
員
と
な
る
;
６
月
"
三
鷹
村
牟
礼
に
転
居
; 

８
月
"
第
二
次
上
海
事
変
勃
発
7
南
京
大
虐
殺
7 
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昭和 14 年（54 歳）安子と 

実篤の署名と愛用し

た斉白石刻の印 

1938 年（昭和 13）夏、実篤 53 歳 

伊豆の海の家で。前列左から妙子、

新子、実篤、辰子、後列右安子 昭和 22 年（62 歳） 昭和 31 年 2 月（71 歳）家で安子と 

「心」武者小路実
篤追悼号（昭和 51
年７月号・平凡社） 

昭和 47 年（86 歳） 

１
９
３
８
年
e
昭
和
13
o
53
歳
"
ダ
ム
建
設
の
た
め
v
新
し
き
村
z
の
農
地
の
大
半
を 

失
う
;
村
人
は
当
時
20
人
ほ
ど
い
た
が
"
２
家
族
だ 

け
が
v
東
の
村
z
に
移
り
"
そ
の
ほ
か
は
離
村
し
た
; 

房
子
と
杉
山
は
残
る
; 
 
 
 

国
家
総
動
員
法
制
定
; 

１
９
３
９
年
e
昭
和
14
o
54
歳
"
９
月
"
埼
玉
県
入
間
郡

い
る
ま
ぐ
ん

毛
呂
山

も

ろ

や

ま

町ま
ち

に
v
東
の
村
z
を 

建
設
; 
 
 
 
 
 
 
 
 

第
二
次
世
界
大
戦
勃
発
; 

１
９
４
０
年
e
昭
和
15
o
55
歳
"
３
月
"�
愛
と
死
�
菊
池
寛
賞
; 

９
月
"
牟
礼
に
家
を
買
い
転
居
;
大
政
翼
賛
会
結
成
; 

１
９
４
２
年
e
昭
和
17
o
57
歳
"
５
月
"
文
学
報
国
会
劇
文
学
部
長
就
任
; 

�
大
東
亜
戦
争
私
感
�
で
"
実
篤
は
戦
争
を
賛
美
す
る
; 

１
９
４
３
年
e
昭
和
18
o
58
歳
"
春
"
中
国
旅
行
で
占
領
下
の
実
態
を
知
り
"v
日
中
一
体
観
z
崩
壊
; 

１
９
４
５
年
e
昭
和
20
o
60
歳
"
５
月
"
秋
田
県
稲
住
温
泉
に
疎
開
;
敗
戦
;
８
月
末
帰
京
; 

１
９
４
６
年
e
昭
和
21
o
61
歳
"
３
月
"
勅
選
議
員
任
命
;
７
月
"
Ｇ
項
該
当
"
公
職
追
放
; 

v
マ
�
カ
°
サ
°
元
帥
に
寄
す
ze�
新
生
�
１
月
１
日
号
o
で
" 

戦
争
に
敗
け
て
良
か
*
た
"
と
言
*
て
い
る
; 

１
９
４
８
年
e
昭
和
23
o
63
歳
"
７
月
"v
心
z
創
刊
;
東
の
村
v
財
団
法
人
新
し
き
村
z
と
な
る
; 

１
９
５
０
年
e
昭
和
24
o
64
歳
"
６
月
25
日
"
朝
鮮
戦
争
勃
発
7 

１
９
５
１
年
e
昭
和
26
o
66
歳
"
８
月
"
追
放
解
除
; 

11
月
"
文
化
勲
章
授
与
;
三
鷹
市
名
誉
市
民
に
; 

１
９
５
２
年
e
昭
和
27
o
67
歳
"
４
月
"
芸
術
院
会
員
再
選
; 

１
９
５
４
年
e
昭
和
29
o
69
歳
"
京
王
線
仙
川
駅
近
く
に
泉
と
池
の
あ
る
土
地
千
坪
購
入
; 

１
９
５
５
年
e
昭
和
30
o
70
歳
"
12
月
"
調
布
市
仙
川
に
新
居
を
建
て
て
移
住
; 

１
９
５
６
年
e
昭
和
31
o
71
歳
"
１
月
"
新
宿
伊
勢
丹
に
て
個
展
;
高
村
光
太
郎
没
e
73
歳
o 

１
９
５
８
年
e
昭
和
33
o
73
歳
"
11
月
"v
新
し
き
村
四
十
年
記
念
祭
z
九
段
会
館
で
; 

１
９
６
５
年
e
昭
和
40
o
80
歳
"
５
月
"
東
京
都
名
誉
都
民
を
贈
ら
れ
る
; 

１
９
７
１
年
e
昭
和
46
o
85
歳
"
２
月
"�
三
島
君
の
死
�;
10
月
"
志
賀
直
哉
没
e
満
88
歳
o 

１
９
７
６
年
e
昭
和
51
o
90
歳
"
１
月
"
安
子
を
見
舞
い
"
そ
の
病
状
に
シ
Ú
�
ク
を
受
け
" 

翌
日
"
脳
卒
中
の
発
作
を
起
こ
し
"
言
葉
を
失
う
; 

２
月
"
妻
"
安
子
死
去
e
75
歳
o 

４
月
９
日
"
安
子
の
死
を
知
ら
ぬ
ま
ま
" 

脳
卒
中
で
没
e
満
90
歳
11
カ
月
o 

１
９
７
９
年
e
昭
和
54
o 
 

 

!
武
者
小
路
実
篤
記
念 

新
し
き
村
美
術
館
z
が
開
館
; 

１
９
８
９
年
e
平
成
元
年
o 
 

 

10
月
"
実
篤
の
理
解
者
は
自
分
だ
け
だ
と
自
惚
れ
な
が
ら
"
房
子
死
去
e
97
歳
o 
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印は斉白石刻。 

v
武
者
小
路
に
は
俗
*
ぽ
い
と
こ
ろ
が
な
い

の
;
純
粋
な
の
;
だ
か
ら
人
間
的
欲
望
に
対
し

て
も
純
粋
な
の
ね
;
男
性
が
女
性
を
求
め
る
の

は
"
お
な
か
が
す
い
た
と
き
ゴ
ハ
ン
食
べ
る
の

と
同
じ
;
で
も
"
女
性
を
求
め
る
の
は
肉
体
的

条
件
で
し
í
;
動
物
的
生
活
は
死
ん
で
し
ま
え

ば
な
く
な
る
け
ど
"
思
想
は
死
な
な
い
わ
;
わ

か
り
に
く
い
か
も
し
れ
な
い
け
ど
"
永
遠
を
信

じ
て
い
る
の
よ
"
私
は
;
ず
*
と
離
れ
て
い
た

け
ど
"
誰
よ
り
も
武
者
小
路
を
理
解
し
て
い
た

つ
も
り
な
の
;
お
か
げ
で
賢
く
な
*
た
わ
;
精

神
的
に
豊
か
に
し
て
く
れ
た
;
何
と
も
い
え
な

い
温
か
い
人
な
の
;
そ
ば
に
い
る
だ
け
で
"
お

火
鉢
の
よ
う
に
温
か
さ
を
感
じ
る
人
な
の
;
だ

か
ら
こ
そ
無
責
任
な
こ
と
い
*
た
り
し
て
も
"

誰
に
も
恨
ま
れ
な
か
*
た
の
よ
;
ド
ン
キ
ホ
°

テ
み
た
い
な
生
涯
送
*
て
"
自
分
だ
け
満
足
し

て
も
"
み
ん
な
が
認
め
て
く
れ
た
の
;
小
学
生

み
た
い
な
絵
を
描
い
て
"
ノ
ウ
ノ
ウ
と
売
*
て

も
"
み
ん
な
絵
が
ま
ず
い
*
て
い
わ
な
か
*
た

の
z 

e
実
篤
の
死
後
"
週
刊
誌
に
載
*
た
房
子
の
談

話
か
ら
"
昭
和
51
年
"
房
子
83
歳
の
時
o 

 

v
房
子
は
"
貧
し
さ
に
耐
え
て
生
活
し
て
い
る

村
民
た
ち
を
知
り
な
が
ら
"
高
級
化
粧
品
を
使

い
;
ほ
と
ん
ど
働
か
ず
"
村
の
若
い
男
た
ち
と

次
々
に
関
係
を
も
*
た
;z 

 

v
+
白
樺
派
み
た
い
だ
ね
,
と
い
え
ば
"
甘
い

と
か
"
お
坊
*
ち
/
ん
の
お
人
好
し
と
か
"
能

天
気
な
理
想
主
義
と
か
い
う
意
味
の
"
か
ら
か

い
や
嘲
笑
を
意
味
し
た
z
e
関
川
夏
央
�
白
樺

た
ち
の
大
正
�
あ
と
が
き
よ
り
o 

 

27×24 ㎝ 

v
長
い
間
手
紙
を
か
い
た
事
は
な
い
;
い
つ
も
元
気
に
言
い
た
い
事
を
言
*
て
い
た
;

手
紙
を
か
く
と
言
う
事
は
お
か
し
い
;
こ
の
頃
は
お
前
の
事
を
考
え
る
と
ま
づ
頭
の

中
に
涙
が
う
か
ん
で
く
る
;
悲
し
い
涙
で
は
な
い
が
"
涙
は
自
と
う
か
ん
で
来
"
お

前
は
元
気
に
し
て
い
て
く
れ
る
だ
ろ
う
と
思
う
;
僕
も
元
気
に
"
お
前
の
事
を
考
え

る
事
に
し
"
ふ
た
り
は
い
つ
も
楽
し
い
気
持
ち
で
勇
気
づ
け
"
楽
し
い
事
を
考
え
"

い
つ
も
笑
*
て
話
し
た
い…

…

少
し
ず
つ
賢
く
な
り
身
体
を
大
事
に
し
勉
強
し
て
生

き
て
ゆ
き
た
い
;
僕
は
君
を
信
用
し
二
人
で
進
ん
で
ゆ
き
た
い
と
思
う
ze
昭
和
48
年

６
月
"
病
気
で
入
院
し
た
安
子
夫
人
へ
宛
て
た
実
篤
88
歳
の
ラ
ブ
レ
タ
°
か
ら
o 
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v
新
し
き
村
の
精
神
z 

一
"
全
世
界
の
人
間
が
天
命
を
全
う
し
各
個
人

の
内
に
す
む
自
我
を
完
全
に
成
長
さ
せ
る
こ
と

を
理
想
と
す
る 

一
"
そ
の
為
に
"
自
己
を
生
か
す
為
に
他
人
の

自
我
を
害
し
て
は
い
け
な
い
; 

一
"
そ
の
為
に
自
己
を
正
し
く
生
か
す
よ
う
に

す
る
;
自
分
の
快
楽
L
幸
福
"
自
由
の
為
に
"

他
人
の
天
命
と
正
し
き
要
求
を
害
し
て
は
い
け

な
い
; 

一
"
全
世
界
の
人
間
が
我
ら
と
同
一
の
精
神
を

持
ち
"
同
一
の
生
活
方
法
を
と
る
こ
と
で
"
全

世
界
の
人
間
が
同
じ
く
義
務
を
果
た
せ
"
自
由

を
楽
し
み
"
正
し
く
生
き
ら
れ
"
天
命
e
個
性

を
ふ
く
む
o
を
全
う
す
る
こ
と
が
出
来
る
道
を

歩
く
よ
う
に
心
が
け
る
; 

一
"
か
く
の
如
き
生
活
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
"

か
く
の
如
き
生
活
の
可
能
を
信
じ
"
そ
れ
を
全

世
界
の
人
が
実
行
す
る
こ
と
を
祈
る
も
の
"
又

は
切
に
望
む
者
"
そ
れ
は
新
し
き
村
の
会
員
で

あ
る
;
我
等
の
兄
弟
姉
妹
で
あ
る
; 

一
"
さ
れ
ば
我
等
は
国
と
国
と
の
争
い
"
階
級

と
階
級
と
の
争
い
を
せ
ず
に
"
正
し
き
生
活
に

す
べ
て
の
人
が
入
る
こ
と
に
よ
*
て
"
入
ろ
う

と
す
る
こ
と
に
よ
*
て
"
そ
れ
等
の
人
が
本
当

に
協
力
す
る
こ
と
に
よ
*
て
"
我
等
の
欲
す
る

世
界
が
来
る
こ
と
を
信
じ
"
又
そ
の
為
に
骨
折

る
も
の
で
あ
る
; 

e
実
篤
が
扁
額
に
書
い
た
言
葉
o 

 

v
い
ち
ば
ん
端
的
に
全
力
を
出
し
切
れ
る
仕
事

は
字
を
か
く
こ
と
だ
;・
・
・
字
で
は
や
は
り
"

鄭
道
昭
の
こ
と
を
思
う
;
し
か
し
真
似
し
よ
う

と
は
思
わ
な
い
;
字
の
形
が
好
き
と
言
う
よ
り

も
"
精
神
"
そ
の
人
の
心
の
持
ち
方
が
好
き
な

の
で
あ
る
;・
・
・
心
の
質
と
量
が
書
に
は
露
骨

に
あ
ら
わ
れ
る
;・
・
・
も
*
と
も
誰
で
も
字
を

か
け
ば
"
そ
の
人
の
質
と
量
が
出
る
わ
け
で
は

な
い
;
そ
れ
が
表
現
出
来
る
ま
で
に
は
た
い
し

た
苦
労
が
い
る
;
い
い
書
は
そ
の
苦
労
に
打
ち

か
ち
"
質
と
量
が
自
ず
と
出
"
し
か
も
そ
れ
が

万
人
に
優
れ
て
い
る
;
だ
か
ら
貴
い
の
で
あ
る
;

自
分
は
ま
だ
ま
だ
だ
め
だ
が
"
し
か
し
一
心
に

字
を
か
く
呼
吸
は
い
く
ら
か
の
み
こ
ん
で
い
る

と
思
う
;
し
か
し
ま
だ
思
う
存
分
"
自
分
の
質

と
量
が
"
出
る
処
ま
で
は
ゆ
か
な
い
;
生
き
て

い
る
内
に
そ
こ
ま
で
ゆ
け
る
だ
け
"
行
*
て
見

た
い
と
思
う
;・
・
・
真
の
書
家
は
や
は
り
"
自

然
を
友
に
し
"
天
地
を
友
に
す
る
人
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
;
人
事
は
人
間
の
心
を
大
き
く
は

し
な
い
;
そ
し
て
落
ち
つ
い
て
字
を
か
く
に
は

う
る
さ
す
ぎ
る
;・
・
・
z 

e
実
篤
v
書
の
こ
と
z
よ
り
o 

実篤書 1969 年（昭和 44）84 歳 各 68.3×33.5 ㎝ 玉川大学教育博物館蔵 

実篤書 扁額「香雪軒」 

三条通河原町東入ル 筆屋 

実篤書 扁額「鍵善良房」 

東山区祇園町北側 和菓子屋 

実篤書 濡額「亀屋良永」 

寺町通御池角の菓匠 

揮毫中の実篤 

実篤書：昭和 45 年 11 月、病床に

あった志賀直哉から所望されて

書いて贈ったもの。 

志賀直哉はこれを枕元に置いて、

眺めながら亡くなったという。 

埼玉県入間郡毛呂山町にある、新しき村（東の村）の入口 
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靫彦 25 歳 茨城県五浦の六角堂 

靫彦 28 歳頃 小堀鞆音 
相原沐芳 岡倉天心 

原三渓 

「富岡製糸場」

の経営者 

安
田
靫
彦

や

す

だ

ゆ

き

ひ

こ 

１
８
８
４
年
e
明
治
17
o
２
月
16
日
þ
１
９
７
８
年
e
昭
和
53
o
４
月
29
日
e
満
94
歳
没
o 

 
 
 
 
 
 
 
 

日
本
画
家
e
や
ま
と
絵
を
基
礎
に
し
た
歴
史
画
の
大
家
o"
能
書
家
e
良
寛
の
書
の
研
究
家
o" 

 
 
 
 
 
 
 
 

安
田
松
五
郎
・
き
く
の
四
男
と
し
て
東
京
都
日
本
橋
新
葭

し
ん
よ
し

町
ち
H
う

e
現
"
人
形
町
一
丁
目
o
に
生
ま
れ
る
; 

同
年
10
月
母
き
く
死
去
;
本
名
・
安
田
新
三
郎
;
実
家
は
料
亭
v
百
尺

ひ
"
く
せ
き

z; 

１
８
９
４
年
e
明
治
27
o
10
歳
"
７
月
25
日
S
日
清
戦
争
勃
発
7 

１
８
９
５
年
e
明
治
28
o
11
歳
"
11
月
30
日
S
日
清
戦
争
終
結
7
台
湾
・
澎
湖

ほ

う

こ

諸
島
植
民
地
に
"
朝
鮮
は
大
韓
帝
国
と
し
て
独
立
; 

１
８
９
６
年
e
明
治
29
o
12
歳
"
私
塾
甲
津
学
舎
で
�
四
書
�
や
�
日
本
外
史
�
を
学
ぶ
;
体
が
弱
く
"
病
気
が
ち
だ
*
た
; 

８
月
"
父
松
五
郎
が
死
去
;
店
を
父
の
友
人
に
譲
り
"
一
家
は
下
谷
区

し

た

や

く

上
根
岸
御
院
殿
へ
引
越
す
; 

年
末
頃
"
病
弱
で
休
み
が
ち
だ
*
た
"
日
本
橋
区
有
馬
小
学
校
高
等
科
３
年
を
退
学
; 

１
８
９
７
年
e
明
治
30
o
13
歳
"
帝
室
博
物
館
で
法
隆
寺
壁
画
の
模
写
や
飛
鳥
天
平
彫
刻
の
模
造
"
日
本
絵
画
協
会
の
展
覧
会
で
横

山
大
観
や
小
堀
鞆
音

こ

ぼ

り

と

も

と

ら
の
作
品
を
見
て
感
動
し
"
画
家
に
な
る
こ
と
を
決
意
; 

１
８
９
８
年
e
明
治
31
o
14
歳
"
日
本
画
家
小
堀
鞆
音
に
入
門
;
門
下
生
ら
と
紫し

紅
会

こ
う
か
い

e
後
"
紅
兒
会
に
改
名
o
結
成
; 

岡
倉
天
心
"
東
京
美
術
学
校
を
排
斥
さ
れ
校
長
を
辞
職
; 

10
月
"
日
本
美
術
院
創
立
"
第
一
回
院
展
開
催
さ
れ
る
;
院
展
に
v
家
貞
z
を
出
品
; 

雅
号
"
靫
彦
は
"
師
"
鞆
音
の
師
川
崎
千
虎
が
つ
け
て
く
れ
た
; 

１
９
０
１
年
e
明
治
34
o
17
歳
"
４
月
"
東
京
美
術
学
校
に
入
学
し
た
が
"
教
科
内
容
に
失
望
し
て
晩
秋
に
は
退
学
し
た
; 

１
９
０
２
年 (

明
治
35) 

18
歳
"
１
月
"v
歴
史
画
風
俗
画
研
究
会
z
に
参
加
; 

１
９
０
４
年
e
明
治
37
o
20
歳
"
２
月
８
日
S
日
露
戦
争
勃
発
7 

１
９
０
５
年
e
明
治
38
o
21
歳
"
集
古
会
に
入
会
;
９
月
５
日
S
日
露
戦
争
終
結
7 

１
９
０
６
年
e
明
治
39
o
22
歳
"
日
本
美
術
院
"
茨
城
県
五い

ず

浦ら

に
移
転
; 

１
９
０
７
年
e
明
治
40
o
23
歳
"
７
月
"
岡
倉
天
心
に
認
め
ら
れ
"
五
浦
の
日
本
美
術
院
研
究
所 

に
招
か
れ
る
;
10
月
"
第
一
回
文
展
に
v
豊
公
z
出
品
し
三
等
賞
; 

12
月
"
岡
倉
天
心
の
勧
め
に
よ
り
"
日
本
美
術
院
の
給
費
生
と
し
て
奈
良
に
留
学
; 

１
９
０
８
年
e
明
治
41
o
24
歳
"
８
月
"
考
古
学
会
会
員
と
な
る
;
健
康
を
害
し
"
奈
良
よ
り
帰
京
; 

12
月
"
肺
結
核
発
病
"
鎌
倉
材
木
座
で
療
養
生
活
中
"
修
善
寺
の
旅
館
v
新
井
z
の
あ
る
じ
の
相
原
沐

あ
い
は
ら
も
く

芳ほ
う

と
親
し
く
な
る
; 

１
９
０
９
年
e
明
治
42
o
25
歳
"
春
"
相
原
の
好
意
に
よ
り
"
修
善
寺
の
v
新
井
旅
館
z
で
静
養
; 

９
月
"
沼
津
市
千
本
浜
に
転
居
; 

１
９
１
１
年
e
明
治
44
o
27
歳
"
10
月
"
岡
倉
天
心
が
見
舞
い
に
来
る
;
天
心
の
計
ら
い
で
" 

原
三
渓
ev
今い

ま

光
悦

こ
う
え
つ

zo
の
経
済
的
援
助
を
受
け
る
よ
う
に
な
る
;
12
月
"
小
田
原
に
転
居
; 

１
９
１
２
年
e
明
治
45
／
大
正
元
年
o
28
歳
"
原
三
渓
の
古
美
術
鑑
賞
の
研
究
会
v
審
美
会
z
に
参
加
"
宗
達
光
琳
派
の
作
品
や
" 

富
岡
鉄
斎
の
作
品
な
ど
を
見
る
;
10
月
"
第
六
回
文
展
に
v
夢
殿
z
を
出
品
し
二
等
賞
を
受
賞
; 

新
潟
の
関せ

き

真
次
郎

し
ん
じ
ろ
う

氏
持
参
の
良
寛
の
書
に
接
し
感
激
"
生
涯
良
寛
を
敬
慕
す
る
こ
と
と
な
*
た
; 

v
私
が
書
と
云
ふ
も
の
に
興
味
を
持
つ
や
う
に
な
*
た
の
は
・
・
・
始
め
て
良
寛
和
尚
の
書
を
見

て
異
常
の
感
激
を
あ
た
へ
ら
れ
た
時
か
ら
で
あ
り
ま
す
;・
・
・
こ
の
と
き
か
ら
"
良
寛
の
名
は
"

私
の
心
の
奥
に
深
く
刻
ま
れ
て
"
其
人
を
知
り
た
ひ
と
云
ふ
思
ひ
が
昂
ま
り
ま
し
た
;
同
時
に
又

書
と
云
ふ
も
の
に
就
て
知
り
"
弘
く
味
*
て
見
た
い
と
云
ふ
事
も
思
ひ
立
ち
ま
し
た
;
・
・
・
こ

と
に
あ
の
書
の
霊
妙
は
全
く
良
寛
の
人
格
そ
の
も
の
ゝ
表
現
で
あ
る
と
云
ふ
事
を
知
*
た
時
の

嬉
し
さ
は
た
と
へ
や
う
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
;ze
晩
年
の
安
田
靫
彦
の
言
葉
か
ら
o 
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靫彦筆「五合庵の春」1920 年（大正 9） 

東京国立博物館蔵 

「越後の国上山五合庵の良寛さまを
訪れる村童達。この作品の前年六月、
初めて良寛の遺跡を巡り、構想を得
た。」（安田靫彦） 
「良寛の芸術は暖かい春の光にもろ
もろの生物が生れ出づるやうな気持
です。幽かな細い自然の囁きを聞く
やうであります。細く小さくとも純
浄なひびきであります。」（安田靫彦） 

靫彦 34 歳頃 

靫彦筆「風神雷神図」1929 年 2曲 1双 紙本着色 各 177.1×190.4 ㎝ 

遠山記念館蔵 
五合庵にて（左から安田夫妻） 

良寛堂（靫彦設計） 

１
９
１
３
年
e
大
正
２
o
29
歳
"
４
月
"v
俵
屋
宗
達
記
念
会
ze
日
本
美
術
協
会
主
宰
で
開
催
o
宗
達
再
評
価
盛
り
上
が
る
; 

８
月
"
紅
児
会
解
散
;
９
月
２
日
"
岡
倉
天
心
没
e
50
歳
o 

１
９
１
４
年
e
大
正
３
o
30
歳
"
日
本
美
術
院
の
再
興
に
参
加
"
以
後
同
人
と
し
て
院
展
で
活
躍
す
る
;
大
磯
町
に
転
居
; 

７
月
28
日
S
第
一
次
世
界
大
戦
勃
発
7 

１
９
１
７
年
e
大
正
６
o
33
歳
"
こ
の
頃
か
ら
"
漢
"
唐
"
宋
"
高
麗
の
古
陶
"
土
偶
な
ど
を
蒐
集
す
る
; 

１
９
１
８
年
e
大
正
７
o
34
歳
"
５
月
"
相
馬
御
風
�
大
愚
良
寛
�
出
版
;
11
月
11
日
S
第
一
次
世
界
大
戦
終
結
7 

雑
誌
�
芸
術
�
12
月
号
に
良
寛
の
書
に
つ
い
て
発
表
e
良
寛
に
関
す
る
初
稿
o; 

１
９
１
９
年
e
大
正
８
o
35
歳
"
１
月
"
多
田
い
と
と
結
婚
; 

国
家
社
会
主
義
ド
イ
ツ
労
働
者
党
�
ナ
チ
ス
�
設
立
7 

６
月
"
相
馬
御
風
"
佐
藤
吉
太
郎
ら
と
良
寛
遺
跡
を
め
ぐ
る
; 

靫
彦
が
良
寛
遺
跡
を
訪
ね
た
の
は
こ
の
時
限
り
で
あ
*
た
; 

新
婚
旅
行
を
兼
ね
た
旅
だ
*
た
と
い
う
; 

１
９
２
０
年
e
大
正
９
o
36
歳
"
１
月
か
ら
２
月
に
か
け
て
肺
炎
の
た
め
臥
床
す
る
; 

９
月
"
第
７
回
院
展
に
v
五
合
庵
の
春
z
出
品
; 

        

１
９
２
１
年
e
大
正
10
o
37
歳
"
写
真
に
凝
る
;
４
月
か
ら
米
国
で
開
催
さ
れ
た
日
本
美
術
院
巡
回
展
に
v
曙
z
を
出
品
; 

１
９
２
２
年
e
大
正
11
o
38
歳
"
４
月
"
巴
里
日
本
美
術
展
覧
会
に
v
新
篁
雨
余
z
出
品
; 

７
月
"
良
寛
の
自
筆
歌
集
v
布
留
散

ふ

る

さ

東と

z
を
複
製
し
" 

知
人
に
頒
つ
; 

９
月
"
新
潟
県
出
雲
崎
に
藤
原
風
を 

と
り
入
れ
た
良
寛
堂
を
設
計
す
る
; 

１
９
２
３
年
e
大
正
12
o
39
歳
"
９
月
"
関
東
大
震
災
;
大
磯
町
住
居
全
壊
; 

原
家
の
援
助
を
離
れ
る
; 

１
９
２
４
年
e
大
正
13
o
40
歳
"
春
"
大
磯
町
小
磯
の
鈴
木
別
邸
に
移
住
; 

岩
野
平
三
郎
の
紙
と
出
会
う
; 

１
９
２
７
年
e
昭
和
２
o
43
歳
"
芥
川
龍
之
介
自
殺
; 

１
９
２
８
年
e
昭
和
３
o
44
歳
"
11
月
"�
良
寛
遺
墨
集
�e
第
一
書
房
刊
o
を
監
修
; 

12
月
"
自
ら
設
計
し
た
大
磯
町
東
小
磯
の
新
居
に
入
る
; 

１
９
３
０
年 (

昭
和
５) 

46
歳
"
４
月
"
ロ
°
マ
で
開
催
さ
れ
た
日
本
美
術
展
に 

v
風
神
雷
神
図
z
出
品
; 
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靫彦筆「月の兎」部分 1934 年 

愛知県美術館蔵 

靫彦筆「生成」1931 年 

靫彦筆「曙富士」1930 年 紙本 52.9×74.5 ㎝ 

靫彦筆「菖蒲」1931 年 

京都国立近代美術館蔵 靫彦筆「春暁」1935 年 紙本彩色 62.3×82.3 ㎝ 

靫彦筆「花づと」1937 年 個人蔵 

v
宗
達
の
芸
術
は
・
・
・
絵
画
美
の

あ
ら
ゆ
る
要
素
を
明
確
に
自
覚
を

し
て
"
そ
れ
を
端
的
に
"
ま
た
純
粋

に
表
現
を
し
ま
し
た
;
そ
れ
は
丁
度

近
代
絵
画
の
美
に
一
致
す
る
も
の

で
"
非
常
に
新
し
い
美
で
あ
り
ま

す
;ze
靫
彦
o 

v
品
位
は
芸
術
の
生
命
で
あ
る
;

気
韻
生
動
は
東
洋
画
の
み
な
ら
ず

凡
て
の
芸
術
に
共
通
の
本
願
で
あ

る
;
か
く
し
て
芸
術
に
無
上
の
尊

厳
と
悠
久
の
生
命
が
あ
る
;z 

e
靫
彦
o 

v
構
図
は
・
・
・
精
練
充
実
さ
れ
て

居
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
;
然
し
そ
れ
は

画
面
を
充
填
せ
し
め
て
余
白
を
余

さ
ぬ
と
云
う
訳
で
は
な
い
"
意
想
の

充
実
で
あ
る
;
・
・
・
何
物
も
描
か

れ
ざ
る
処
に
却
*
て
深
い
意
味
が

あ
り
"
そ
れ
が
全
幅
の
生
命
を
握
*

て
居
る
場
合
が
多
い
;ze
靫
彦
o 

v
宗
達
は
古
典

の
中
か
ら
"
新
し

い
美
を
発
見
し

て
こ
れ
を
高
く

示
し
た
の
で
あ

り
ま
す
;
・
・
・

宗
達
の
絵
の
特

色
は
一
般
に
は

装
飾
表
現
に
重

き
を
お
き
ま
す

が
"
あ
の
立
派
な

装
飾
化
の
根
元

は
鋭
い
写
実
性

を
持
つ
描
写
力

で
あ
り
ま
す
;
z

e
靫
彦
o 

         

１
９
３
１
年
e
昭
和
６
o
47
歳
"
１
月
"
ベ
ル
リ
ン
で
開
催
さ
れ
た
日
本
美
術
展
に
v
沼
の
朝
z
出
品
; 

９
月
18
日
S
満
州
事
変
勃
発
7 

１
９
３
２
年
e
昭
和
７
o
48
歳
"
１
月
28
日
S
第
一
次
上
海
事
変
勃
発
7 

１
９
３
３
年
e
昭
和
８
o
49
歳
"
１
月
30
日
S
ヒ
ト
ラ
�
内
閣
成
立
7 

３
月
23
日
S
ド
イ
ツ
で
S 

全
権
委
任
法
成
立
7 

10
月
"v
宗
達
展
z
を
観
て
一
層
感
銘 

を
深
く
す
る
; 

１
９
３
４
年 (

昭
和
９) 

50
歳
"
９
月
þ
11
月
"
新
京
"
ハ
ル
ピ
ン
" 

奉
天
で
開
催
さ
れ
た
日
満
合
同
美
術
展 

に
v
蘭
花
z
出
品
; 

９
月
"
第
21
回
院
展
に
v
月
の
兎
z 

出
品
;
12
月
"
帝
室
技
芸
員
に 

任
命
さ
れ
る
; 

１
９
３
５
年
e
昭
和
10
o
51
歳
"
６
月
"
帝
国
美
術
院
会
員
と
な
る
; 

       

１
９
３
７
年
e
昭
和
12
o
53
歳
"
６
月
"
帝
国
芸
術
院
会
員
と
な
る
; 

７
月
７
日
S
蘆
溝
橋
事
件
7 

８
月
13
日
S
第
二
次
上
海
事
変
勃
発
7 

９
月
"
第
１
回
文
部
省
美
術
展
覧
会 

e
新
文
展
o
審
査
員
と
な
る
;
12
月
S
南
京
虐
殺
事
件
7 

ド
イ
ツ
人
ヤ
コ
ブ
・
フ
W
�
シ
X
ル
"
英
語
版
�
蓮

は
ち
す

の
露つ

ゆ

�
刊
行
; 
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v
良
寛
の
書
は
読
み
に
く
い

こ
と
が
有
名
で
あ
り
ま
す
;
脱

字
な
ど
も
一
向
平
気
で
"
一
絶

句
の
中
に
二
字
も
三
字
も
落

ち
て
ゐ
る
と
き
が
あ
り
ま
す
;

さ
う
し
た
こ
と
は
構
は
な
い

人
か
と
云
ふ
と
"
手
紙
な
ど
は

わ
か
り
易
く
書
い
て
あ
り
"
字

に
も
文
に
も
や
さ
し
い
情
味

が
籠
*
て
ゐ
る
の
で
あ
り
ま

す
;ze
安
田
靫
彦
o 

靫彦筆「黄瀬川陣
きせがわのじん

」1941 年 六曲一双屏風 右隻／頼朝各 166.8×370.8 ㎝ 

左隻は義経 東京国立近代美術館蔵 戦争協力画として描かれたという。 

靫彦筆「王昭君」1947 年 88.0×55.3 ㎝ 

「黄瀬川陣」揮毫中の靫彦 

1941 年 56 歳ころ 

 

巻紙に揮毫中の靫彦 

昭和 17 年 6 月 4 日 

v
東
洋
芸
術
の
深
奥
を
最
も
よ
く
あ
ら
わ
し
た
こ
と
ば
と
し
て
"

大
巧
は
拙
な
る
が
若
し
e
老
子
o
と
"
気
韻
生
動
と
い
う
こ
と
ば

が
あ
り
ま
す
;
ま
ず
老
子
の
言
は
"
非
常
に
巧
み
な
も
の
が
土
台

に
あ
*
て
"
拙
な
る
も
の
が
生
ま
れ
る
;
拙
と
い
*
て
も
"
大
巧

に
対
し
て
大
拙
と
言
い
た
い
も
の
で
"
そ
の
典
型
と
し
て
"
絵
で

は
宗
達
"
書
で
は
良
寛
が
そ
の
代
表
に
あ
げ
ら
れ
ま
す
;ze
安
田

靫
彦
�
美
の
こ
こ
ろ
�
対
談
録
"
１
９
６
４
年
１
月
o 

v
宗
達
の
仕
事
は
"
そ
れ
ま
で
眠
*
て
い
た
古
典
に
新
し
い
生
命

を
与
え
た
も
の
で
あ
る
;
・
・
・
宗
達
の
拓
い
た
新
天
地
は
"
わ

が
日
本
人
の
み
が
持
つ
美
的
感
情
を
"
絵
画
の
世
界
に
"
始
め
て
"

新
し
く
"
純
粋
に
"
示
現
さ
せ
た
の
で
あ
る
;ze
安
田
靫
彦
o 

靫彦書「為建一・忍・靫
彦・新（朱文印）」昭和 18
年絹本 5.4×10.8 ㎝ 

建一氏（靫彦の子息）
の出征時、守袋に入
れておくつもりで、小布
に書いてもらったもの。 

１
９
３
８
年
e
昭
和
13
o
54
歳
"
１
月
"
茶
道
を
習
い
始
め
る
;
朝
日
新
聞
社
主
催 

v
戦
争
美
術
展
覧
会
z
の
作
品
選
定
に
あ
た
る
; 

鈴
木
大
拙
"
良
寛
の
"v
盗
人
に
と
り
残
さ
れ
し
窓 

の
月
z
を
英
訳
し
て
海
外
に
紹
介
; 

１
９
３
９
年
e
昭
和
14
o
55
歳
"
６
月
"
法
隆
寺
壁
画
保
存
調
査
会
成
り
" 

そ
の
委
員
と
な
る
; 

９
月
１
日
S
第
二
次
世
界
大
戦
勃
発
7 

１
９
４
０
年
e
昭
和
15
o
56
歳
"
11
月
"
紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
美
術
展
に
v
黄
瀬
川 

陣
／
義
経
z
出
品
;
翌
年
右
隻
v
頼
朝
z
完
成
; 

秋
か
ら
法
隆
寺
金
堂
壁
画
模
写
始
ま
る
; 

１
９
４
１
年
e
昭
和
16
o
57
歳
"
12
月
"
第
１
回
野
間
美
術
賞
受
賞
; 

12
月
８
日
S
真
珠
湾
攻
撃
7 

１
９
４
２
年
e
昭
和
17
o
58
歳
"
１
月
"
昭
和
16
年
度
朝
日
文
化
賞
を
贈
ら
れ
る
; 

２
月
"
日
本
美
術
院
軍
用
飛
行
機
献
納
同
人
作
品
展 

に
v
重
盛
zv
水
仙
z
出
品
; 

３
月
"
日
本
画
家
報
国
会
軍
用
機
献
納
作
品
展 

に
v
益
良
男
z
出
品
; 

７
月
"
海
軍
省
か
ら
山
本
五
十
六
聯
合
艦
隊 

司
令
長
官
の
肖
像
制
作
を
依
嘱
さ
れ
る
; 

９
月
"
第
５
回
新
文
展
審
査
員
に
な
る
; 

10
月
"
満
州
国
建
国
十
周
年
慶
祝
絵
画
展
に 

v
鑑
真
和
上
z
出
品
; 

１
９
４
３
年
e
昭
和
18
o
59
歳
"
４
月
と
12
月
に
法
隆
寺
壁
画
模
写
監
督
の 

た
め
奈
良
へ
行
く
; 

１
９
４
４
年 (

昭
和
19) 

60
歳
"
２
月
"
戦
艦
献
納
帝
国
芸
術
院
会
員
美
術
展
に
v
豊
太
閤
z 

な
ど
出
品
;
６
月
"
東
京
美
術
学
校
教
授
と
な
る
; 

１
９
４
５
年 (

昭
和
20
o
61
歳  

７
月
"
山
中
湖
畔
に
疎
開
;
８
月
15
日
S
玉
音
放
送
7 

９
月
２
日
S
第
二
次
世
界
大
戦
終
結
7
９
月
"
帰
宅
す
る
; 

１
９
４
６
年
e
昭
和
21
o
62
歳
"
６
月
"
国
宝
保
存
会
委
員
と
な
る
; 

文
部
省
主
催
日
本
美
術
展
覧
会
e
第
１
"
２
回
日
展
o 

審
査
員
と
な
る
;
こ
の
頃
"
宗
達
の
研
究
を
続
け
る
; 

１
９
４
７
年
e
昭
和
22
o
63
歳
"
７
月
"
正
倉
院
評
議
会
会
員
と
な
る
; 

11
月
"
東
京
国
立
博
物
館
評
議
員
会
評
議
員
と
な
る
; 
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靫彦と川端康成 1950 年 6 月 

靫彦 65 歳、康成 50 歳頃 大磯 

靫彦筆「飛鳥の春の額 田 王
ぬかたのおおきみ

」1964 年 

滋賀県立近代美術館蔵 

靫彦筆「良寛和尚像」1956 年 

良寛生誕 200 年記念に出雲

崎町の良寛記念館に収めた

もの。 

靫彦筆「良寛貞心尼の図」紙本墨淡彩 

良寛記念館蔵 

v
良
寛
和
尚
の
書
か
ら
最
初
に
う
け
る
も

の
は
"
き
わ
め
て
素
直
な
線
質
の
よ
さ
で

あ
る
;
そ
れ
が
の
び
の
び
と
み
ご
と
に
造

型
さ
れ
て
"
純
粋
に
"
書
と
い
う
も
の
の

美
を
示
し
て
く
れ
て
い
る
;・
・
・
楷
書
に

は
"
往
々
褚
遂
良
に
近
い
味
が
見
ら
れ
る

が
"
細
字
は
日
本
の
古
金
石
文
の
如
き
か

お
り
が
あ
る
;
六
朝
書
の
瘞
鶴
銘
に
接
し

て
か
ら
"
書
風
が
更
に
豊
潤
に
"
ま
た
古

調
を
加
え
た
こ
と
と
お
も
わ
れ
る
;
飴
屋

の
看
板
の
如
き
"
大
字
の
も
の
に
十
分
そ

れ
が
う
か
が
え
る
;・
・
・
良
寛
に
自
作
の

手
毬
が
一
つ
あ
る
;
白
糸
で
作
ら
れ
た
小

さ
な
毬
で
"
赤
青
黄
で
・
・
・
ジ
グ
ザ
グ

の
線
が
あ
し
ら
わ
れ
"
そ
の
新
鮮
さ
は
"

ま
さ
に
前
衛
派
の
絵
で
あ
る
;
歌
に
詩
に
"

い
ま
も
身
近
く
わ
れ
わ
れ
に
せ
ま
る
近
代

性
が
称
え
ら
れ
て
い
る
が
"
そ
れ
は
良
寛

が
生
ん
だ
す
べ
て
の
も
の
に
通
ず
る
特
性

で
あ
る
;ze
靫
彦
v
良
寛
の
芸
術
z
か
ら
o 靫彦 1967 年 82 歳 良寛遺愛の手まり 

１
９
４
８
年
e
昭
和
23
o
64
歳
"
２
月
"
川
端
康
成
全
集
e
新
潮
社
版
o
の
表
紙
装
画
の
制
作
開
始
; 

11
月
３
日
"
文
化
勲
章
を
受
領
; 

１
９
４
９
年
e
昭
和
24
o
65
歳
"
１
月
"
法
隆
寺
火
災
"
金
堂
壁
画
焼
失
;
11
月
"
宮
中 

で
御
進
講
"
題
�
岡
倉
天
心
先
生
に
つ
い
て
�; 

12
月
"
東
京
藝
術
大
学
で
宗
達
に
つ
い
て
講
和
し
" 

こ
れ
が
翌
年
v
宗
達
に
つ
い
て
z
と
い
う
文
章
と
成
る
; 

１
９
５
０
年
e
昭
和
25
o
66
歳
"
６
月
25
日
S
朝
鮮
戦
争
勃
発
7 

12
月
"
文
化
財
専
門
審
議
会
の
専
門
委
員
と
な
る
; 

１
９
５
１
年
e
昭
和
26
o
67
歳
"
５
月
"
東
京
芸
術
大
学
で
�
気
品
に
つ
い
て
�
講
義
; 

７
月
"
国
立
近
代
美
術
館
設
立
準
備
委
員
に
; 

11
月
"
東
京
芸
術
大
学
教
授
を
辞
任
; 

１
９
５
３
年
e
昭
和
28
o
69
歳
"
７
月
27
日
S
朝
鮮
戦
争
S
一
応
終
結
7 

１
９
５
４
年
e
昭
和
29
o
70
歳
"
11
月
"
文
化
財
専
門
審
議
会
専
門
委
員
を
辞
任
; 

１
９
５
５
年
e
昭
和
30
o
71
歳
"
11
月
S
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
勃
発
7 

       

１
９
５
８
年
e
昭
和
33
o
74
歳
"
５
月
"
日
本
美
術
院
の
理
事
長
に
就
任
; 

１
９
５
９
年
e
昭
和
34
o
75
歳
"
１
月
"�
歌
会
始
の
儀
�
の
召
人
に
"
勅
題
�
窓
� 

を
詠
む
;
文
化
財
専
門
審
議
会
専
門
委
員
を
辞
任
; 

１
９
６
０
年
e
昭
和
35
o
76
歳
"
12
月
"
筑
摩
書
房
版
�
良
寛
�
を
監
修
; 

新
東
宮
御
所
の
た
め
に
v
富
士
朝
陽
z
を
制
作
; 

１
９
６
４
年
e
昭
和
39
o
80
歳
"
11
月
"
谷
崎
潤
一
郎
新
々
訳
源
氏
物
語
の
装
幀
; 

         

１
９
６
５
年
e
昭
和
40
o
81
歳
"
５
月
"
大
磯
町
名
誉
町
民
に
; 

６
月
"
東
京
芸
術
大
学
名
誉
教
授
と
な
る
; 

１
９
６
８
年
e
昭
和
43
o
84
歳
"
晩
春
"
新
宮
殿
の
万
葉
集
和
歌
執
筆
完
了
; 

11
月
"
法
隆
寺
金
堂
壁
画
再
現
模
写
完
了
"
落
慶
法
要 

を
行
う
;
金
堂
壁
画
再
現
記
念
法
隆
寺
幻
想
展
; 

川
端
康
成
"
ノ
°
ベ
ル
文
学
賞
受
賞
; 
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靫彦筆「卑弥呼」1968 年 滋賀県立近代美術館蔵 

良寛書「無我」 

「良寛の書は、更にその人柄と行迹によって浄化

されてゐる。なんの気取りもない、まったく庶民

的な気安さ、人間的な温かさが、その叡智を包ん

で、おのづから流露するところの芸術であって、

一見稚拙に似て、その奥に無類のうまみを持ち、

高い格調を持つ書は他に見られないものであ

る。」（安田靫彦「良寛の芸術」から） 

良寛書「和歌一首・このゆふべ」大色紙 

紙本 19.9×22.7 ㎝（ ）は脱字 

このゆふべ秋（は）（来
き

）ぬ（ら）しわが

宿の草むらごとに虫の声する良寛書 

「良寛のこのゆふべ」靫彦臨書 1969 年 紙本 

白地に金砂子の料紙 19.0×23.0 ㎝ 

臨書として唯一残っているもの。 

靫彦筆 「良寛上人 いろは落雁」（右図） 

「良寛さまおこのみ 白雪糕
はくせつこう

」（左図） 

「・・・静に全幅を観て居りますと、字字の間
に起る律動が次第に大きな破調をゑがき、飄々
として心のままなる線のゆきかひが、あやしく
美しき統一を以てをはってゐるのを観らるるで
ありませう。」(良寛の草書幅を見て、靫彦) 

v
私
は
小
学
校
の
頃
か
ら
手
習
ひ
が
嫌
ひ
で
今
に

及
ん
で
ゐ
る
;
・
・
・
そ
の
頃
e
18
歳
o
"
私
な
ど

の
眼
に
入
る
書
は
"
多
く
明
治
の
顕
官
や
書
家
の
も

の
で
"
と
て
も
厭
な
も
の
だ
*
た
;
・
・
・
山
陽
の

書
も
"
私
は
好
ま
な
い
;
そ
ん
な
わ
け
で
書
は
好
き

で
な
か
*
た
;
奈
良
に
ゐ
た
頃
"
薬
師
寺
の
仏
足
石

の
碑
銘
な
ど
"
金
石
文
の
拓
本
に
接
す
る
機
会
が
あ

り
"
始
め
て
書
の
美
を
知
*
た
の
で
あ
*
た
が
"
ま

だ
肉
筆
の
い
い
書
に
は
接
す
る
事
が
な
か
*

た
;
・
・
・
大
正
元
年
の
春
だ
*
た
と
お
も
ふ
;
越

後
の
加
茂
の
関
と
い
ふ
老
人
が
来
ら
れ
た
時
"

偶
々
"
長
歌
を
書
い
た
一
巻
を
見
せ
て
貰
*
て
"
万

葉
仮
名
の
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
高
古
と
も
言
へ
る
美

し
さ
に
打
た
れ
た
;
そ
れ
が
良
寛
の
書
で
あ
*

た
;
・
・
・
そ
れ
か
ら
私
は
良
寛
熱
に
冒
さ
れ
て
"

病
後
久
々
の
旅
を
遺
跡
め
ぐ
り
に
出
た
り
"
遺
墨
の

蒐
集
に
も
夢
中
に
な
*
た
;
同
時
に
"
古
来
か
ら
の
"

書
と
い
ふ
も
の
を
知
り
た
い
欲
望
が
涌
い
て
き

た
;
・
・
・
日
課
の
習
字
な
ど
は
億
劫
で
や
ら
な
い

が
"
折
に
は
"
臨
書
な
ど
を
や
*
て
み
る
位
に
"
書

と
い
ふ
も
の
が
好
き
に
な
*
て
き
た
;
し
か
し
・
・
・

書
の
勉
強
は
と
て
も
面
倒
な
も
の
に
お
も
は
れ

た
;・
・
・
z 

e
昭
和
29
年
"
安
田
靫
彦
v
書
を
想
ふ
z
か
ら
o 

         

１
９
７
０
年 (

昭
和
45) 

86
歳
"
三
島
由
紀
夫
自
決
; 

１
９
７
１
年
e
昭
和
46
o
87
歳
"
唐
木
順
三
�
良
寛
�
刊
行
; 

１
９
７
２
年
e
昭
和
47
o
88
歳
"
川
端
康
成
ガ
ス
自
殺
; 

１
９
７
４
年
e
昭
和
49
o
90
歳
"
前
年
か
ら
"
薬
師
寺
金
堂
薬
師
三
尊 

の
光
背
制
作
監
修
に
携
わ
る
; 

１
９
７
５
年
e
昭
和
50
o
91
歳
"
４
月
30
日
S
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
終
結
7 

７
月
自
筆
歌
集
�
高
麗
集
�
刊
行
; 

１
９
７
８
年
e
昭
和
53
o
94
歳
"
４
月
29
日
"
心
不
全
の
た
め
永
眠
; 
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靫彦書「万葉集和歌」1970 年 85 歳 紙本 31.0×20.3 ㎝ 

こひしけばそでもふらむをむさしののうけらがはなのいろにづなゆめ 
安（朱文印） 
新宮殿の万葉和歌染筆のあと、そのとき使用した料紙を用いて書
かれたもの。万葉集巻 14、東歌の相聞の一首を真名と仮名で書か
れている。この特製の料紙は、麻紙に着色したもので、ここでは黄
土と茶色の色替りに金砂子。５本の金線が引かれている。これは字
の中心を揃えて、行を真直ぐ書くためのもののようである。 

靫彦自画賛「良寛和尚像」1947 年 紙本彩色 47.2×57.0 ㎝ 

（賛）うたもよまむ てまりもつかむ のにもでむ 

こころひとつをさだめかねつも（貞心尼の歌への返歌） 

かすみたつ ながきはるびに こどもらと てまりつ

きつつ このひくらしつ 靫彦（落款）安（朱文印） 

v
や
は
り
大
正
元
年
だ
*
た
;・
・
・
始
め
て
田
中
親
美

さ
ん
に
お
遭
ひ
し
た
時
"
書
を
習
ふ
に
は
"
先
づ
手
本

は
何
を
選
ぶ
べ
き
か
を
お
訊
ね
し
た
ら
"
言
下
に
王
羲

之
で
す
と
い
は
れ
た
;
私
は
感
服
し
た
;
そ
れ
は
"
そ

の
頃
の
書
を
指
導
す
る
本
に
は
"
書
聖
王
羲
之
を
学
ぶ

に
は
"
先
づ
欧
陽
詢
そ
の
前
に
孫
過
庭
"
又
そ
の
前
に

弘
法
大
師
其
前
・
・
・
"
と
言
*
た
工
合
に
"
面
倒
な

こ
と
夥
し
い
が
"
遉
が
に
田
中
さ
ん
は
"
古
画
な
ど
に

対
す
る
お
説
も
新
ら
し
く
"・
・
・
そ
の
時
の
一
言
の
教

へ
は
い
つ
ま
で
も
忘
れ
な
い
の
で
あ
る
;・
・
・
水
木
十

五
堂
先
生
は
"
大
和
の
国
史
古
文
化
の
研
究
で
学
界
に

は
重
ん
ぜ
ら
れ
て
ゐ
た
方
だ
*
た
;
・
・
・
大
正
十
年

頃
・
・
・
久
々
で
お
遭
ひ
し
た
;・
・
・
良
寛
の
書
と
言

ふ
の
を
見
せ
て
ほ
し
い
と
言
は
れ
る
の
で
"
先
づ
屏
風

を
展
げ
た
;・
・
・
良
寛
は
脱
俗
の
"
た
だ
お
も
し
ろ
い

書
と
ば
か
り
思
*
て
ゐ
た
が
"
こ
れ
は
実
に
正
し
い
書

だ
;
と
言
は
れ
"
難
解
で
有
名
な
良
寛
詩
の
草
書
を
"

朗
々
と
次
々
に
読
ま
れ
て
い
*
た
;・
・
・
当
時
良
寛
の

書
を
好
ん
だ
の
は
"
画
家
や
文
士
歌
人
の
一
部
に
過
ぎ

ず
"
書
道
研
究
家
な
ど
に
は
理
解
さ
れ
る
人
が
少
な
か

*
た
時
な
の
で
"
私
は
非
常
に
嬉
し
か
*
た
の
で
あ
る
; 

 

此
時
分
か
ら
"
上
代
の
古
筆
も
好
き
に
な
り
"
偶
然

に
"
伝
公
任
の
大
色
紙
を
・
・
・
手
に
入
れ
た
;・
・
・

私
は
古
筆
の
中
に
は
"
線
の
う
る
は
し
さ
の
極
地
に
達

し
て
ゐ
る
も
の
が
"
少
な
か
ら
ず
あ
る
こ
と
を
認
め
る

け
れ
ど
も
"
良
寛
の
書
も
S
古
筆
の
名
品
に
伍
し
て
S

そ
の
天
分
の
う
ま
さ
で
も
劣
ら
な
い
も
の
が
あ
る
と
お

も
ふ
し
"
そ
れ
に
"
あ
の
童
心
の
や
う
な
素
直
さ
と
S

人
間
的
な
温
か
み
S
庶
民
的
な
親
し
み
は
S
貴
族
的
な

古
筆
に
求
め
ら
れ
な
い
も
の
で
S
然
も
気
品
の
あ
る
S

小
楷
の
如
き
は
高
古
の
匂
ひ
高
い
も
の
が
あ
る
と
お
も

ふ
の
で
あ
る
;z 

e
昭
和
29
年
"
安
田
靫
彦
v
書
を
想
ふ
z
か
ら
o 

靫彦書「良寛の歌・身をすてて」紙本、黄色の料紙、

12.7×11.5 ㎝ 

身をすてて よをすくふひとも ますものを 
くさのいほりに ひまもとむとは 
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v
中
国
の
書
は
・
・
・
晩
唐
か
ら
宋
以
後
の
書
は
お

し
な
べ
て
好
ま
な
い
;・
・
・
六
朝
の
書
は
好
き
で
あ

る
;・
・
・
六
朝
の
書
と
は
普
通
北
魏
の
書
を
言
ひ
・
・
・

個
性
的
で
型
に
嵌
ら
な
い
こ
と
"
神
経
の
太
さ
が
後

世
の
人
間
と
隔
絶
し
て
ゐ
る
こ
と
が
特
色
で
あ
り
"

恐
ろ
し
く
粗
野
な
感
じ
を
持
ち
な
が
ら
"
然
も
調
子

の
高
さ
を
失
*
て
ゐ
な
い
;
絵
画
彫
刻
其
他
に
も
共

通
し
た
古
代
人
だ
け
が
持
*
て
ゐ
る
は
か
り
知
れ
な

い
秘
密
で
あ
る
;
南
朝
の
も
の
は
王
羲
之
を
含
め
て

大
体
に
柔
か
で
あ
る
;
瘞
鶴
銘
と
か
謝
霊
雲
の
書
な

ど
が
私
は
好
き
で
あ
る
;・
・
・
隋
か
ら
初
唐
へ
か
け

て
の
書
は
"
羲
之
風
の
正
格
で
"
端
正
で
気
品
が
高

く
"
欧
陽
詢
が
代
表
し
て
ゐ
る
;・
・
・
私
は
楮
遂
良

の
"
極
め
て
自
然
な
雅
味
の
あ
る
筆
致
が
好
き
で
あ

る
;・
・
・
顔
真
卿
の
書
は
肉
太
で
堂
々
と
し
て
い
る

が
"
い
は
ゆ
る
書
師
の
習
気
あ
り
で
"
品
位
に
か
け

る
;・
・
・
宋
元
の
書
で
は
"
禅
僧
の
墨
蹟
が
最
も
精

神
の
充
実
を
示
し
"・
・
・
書
の
美
を
発
揮
し
た
点
で

最
も
貴
重
な
も
の
と
い
へ
る
;e
昭
和
29
年
"
安
田
靫

彦
v
書
を
想
ふ
z
か
ら
o 

皇居の千草・千鳥の間 

靫彦書「新宮殿千草の間の万葉集和歌」部分 1968 年 83 歳 

 

石
いは

ばしる垂水の上のさわらびの萌え出づる春になりに

けるかも（志
し

貴
きの

皇子
み こ

 巻八） 

春の野に菫つみにと来
こ

し吾ぞ野をなつかしみ一夜
ひ と よ

ねに

ける（山部赤人
やまべのあかひと

 巻八） 

 

皇居の新宮殿は昭和 43 年 11 月に完成された。この

宮殿の千草
ち ぐ さ

の間
ま

の床飾りは、御物
ぎょぶつ

桂
かつらの

宮本
みやぼん

万葉集
まんようしゅう

を開

げた様を想定し考えられたという、その和歌の揮毫を

靫彦が依嘱された。 

全面の寸法は竪 60㎝、横 612㎝で、撰歌、校訂は久

松潜一。草花と鳥に因んだ歌各十首ずつを、色替りの

料紙十枚に二種ずつ、真名
ま な

と仮名
か な

で書かれている。 

特製の料紙作りは縣
あがた

治
じ

朗
ろう

が担当、麻紙
ま し

を茶・白・黄・

橙・赤などに着色し、金
きん

砂子
す な ご

を施している。 

靫彦書「良寛記念館・靫彦書」紙本 32.0×60.5 ㎝ 記念館は昭和 31 年に開館した。 

靫彦書「空山不見人・ 

青牛居主人書」 

紙本 116.5×30.5 ㎝ 

靫彦書「客来茶当酒・青牛居」 

紙本 130.5×31.9 ㎝ 

靫彦書「観水・由幾比古」1970 年 85 歳 紙本 27.4×59.6 ㎝ 観水は兄の号。 
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靫彦自画賛「鎌倉右大臣」1946 年 61 歳 紙本彩色

26.8×23.9 ㎝ 源実朝像と賛は実朝の歌。 
けさみればやまもかすきてひさかたのあまの
はらよりはるはきにけり 靫彦 新（朱文印） 

靫彦書「源実朝の歌」紙本 13.8×10.9 ㎝ 

薄茶地に兎と秋草模様の唐紙に書かれている。 

久
駕
美
や
ま
に
て 

た
け
む
ら
に
そ
よ
か
ぜ
わ
た
り
た
け
の
お
く
ひ
の
も
り
く
れ
ば
い
ほ
の
み
ち
み
ゆ 

遊
支
比
古 

靫彦書「久駕美山にて」 

紙本 135.0×33.2 ㎝ 

良寛の遺跡を巡った際の歌。 

あ
し
び
き
の
や
ま
ほ
と
と
ぎ
す
こ
が
く
れ
て 

め
に
こ
そ
み
え
ね
お
と
の
さ
や
け
さ 

由
支
比
古 

v
聖
徳
太
子
筆
法
華
経
義
疏
は
"・
・
・
古
調
の
名
筆
で
あ
る
;

羲
之
以
前
の
"
漢
の
隷
体
を
ふ
く
む
古
様
の
中
に
"
す
で
に

和
風
と
も
言
ふ
べ
き
特
徴
も
感
ぜ
ら
れ
"
高
古
幽
湘
"
既
存

の
肉
筆
書
中
最
も
調
子
の
高
い
名
蹟
と
い
へ
る
書
で
"・
・
・

聖
徳
太
子
と
い
ふ
偉
人
の
呼
吸
に
触
れ
る
お
も
ひ
が
す
る
の

で
あ
る
;・
・
・
和
風
の
発
生
は
"
絵
画
彫
刻
工
芸
と
歩
調
を

一
に
し
"
書
で
は
道
風
か
ら
著
し
く
な
*
て
ゐ
る
が
"
私
は

道
風
"
行
成
な
ど
の
"
楷
行
の
和
風
は
好
ま
な
い
;
然
し
"

稿
本
や
手
紙
の
や
う
な
く
だ
け
た
も
の
は
別
で
あ
る
;
玉
泉

帖
は
縦
横
無
礙
の
快
筆
で
"・
・
・
佐
理
の
消
息…

数
通
も
極

め
て
自
由
無
碍
な
快
筆
で
あ
る
;
醍
醐
天
皇
と
伝
へ
ら
れ
る

白
詩
断
簡
を
・
・
・
拝
見
し
た
が
"
玉
泉
帖
よ
り
も
"
更
に

放
膽
無
類
の
巨
蹟
で
"
然
も
格
調
高
く
"・
・
・
張
旭
"
懐
素

以
上
の
書
で
あ
ろ
う
;・
・
・
書
も
自
分
で
書
け
ば
書
く
ほ
ど

む
づ
か
し
い
が
"
書
は
い
い
も
の
で
あ
る
;
殊
に
い
い
書
を

見
る
の
は
楽
し
い
;
昔
の
偉
い
人
間
の
呼
吸
に
触
れ
る
こ
と

の
出
来
る
の
は
"
書
の
み
が
持
つ
功
徳
で
あ
る
;ze
昭
和
29

年
"
安
田
靫
彦
v
書
を
想
ふ
z
か
ら
o 

v
良
寛
は
・
・
・
正
鋒
を
用
ゐ
"
側
筆
の
も
の
は
少
な
く
"

い
つ
も
ゆ
*
く
り
と
筆
を
運
ん
で
ゐ
る
;
匆
々
の
手
紙
に
も

走
り
書
き
が
な
い
;
字
を
消
し
た
り
す
る
場
合
に
も
あ
わ
て

て
棒
を
引
い
た
り
し
な
い
;
字
と
同
じ
や
う
な
"
し
づ
か
な

線
ま
た
は
弧
線
が
お
も
し
ろ
く
引
か
れ
"
そ
れ
が
た
め
に
全

体
の
調
和
が
破
ら
れ
な
い
;
良
寛
の
感
覚
が
こ
ま
や
か
で
"

心
の
動
き
が
い
つ
も
平
静
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
;z 

v
良
寛
の
芸
術
的
天
分
の
豊
か
さ
に
は
感
心
し
ま
す
;
ま
た

芸
術
的
理
解
の
深
さ
に
お
ど
ろ
き
ま
す
;
全
幅
が
一
つ
の
立

派
な
線
の
構
成
で
あ
る
と
思
ひ
ま
す
;
線
の
節
奏
"
墨
の
分

量
"
布
局
等
に
実
に
透
徹
し
た
る
理
解
を
見
ま
す
;z 

v
大
正
八
年
六
月
・
・
・
遺
跡
め
ぐ
り
を
し
た
;
ゆ
か
り
の

あ
る
旧
家
の
人
々
は
も
と
よ
り
"
宿
屋
の
お
婆
さ
ん
"
人
力

車
夫
の
や
う
な
人
々
の
間
に
も
"
当
時
ま
だ
一
般
に
は
有
名

で
な
か
*
た
百
年
前
の
人
を
"
い
か
に
も
親
し
げ
に
"
良
寛

さ
ま
良
寛
さ
ま
と
い
*
て
語
ら
れ
る
を
聞
い
て
"
心
暖
ま
る

旅
を
し
た
思
ひ
出
を
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
;z 

v
芸
術
は
人
格
の
表
現
で
あ
る
;
幾
多
の
伝
記
よ
り
も
一
個

の
遺
作
が
能
く
其
の
全
人
格
を
表
白
す
る
;ze
安
田
靫
彦
o 

靫彦画「椿」 

v
日
本
人
は
元
来
"
調
子
の
高
い
澄
み
き
*
た
も
の
を
好
み
ま

す
;
そ
れ
は
天
平
あ
た
り
の
彫
刻
を
"
中
国
の
そ
れ
と
比
べ
れ

ば
わ
か
り
ま
す
;
そ
の
理
由
の
一
つ
は
"
ど
こ
の
国
の
人
よ
り

も
"
手
先
の
働
き
が
巧
み
な
為
で
す
;
・
・
・
絵
画
な
ら
ば
"

幾
本
の
線
で
現
は
し
た
も
の
よ
り
も
"
そ
の
中
の
決
定
的
な
一

本
の
線
で
現
は
し
た
も
の
を
尚
び
ま
す
;ze
靫
彦
o 
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「東寺山水屏風」部分 京都国立博物館蔵 

「東寺
と う じ

山水
せんずい

屏風
びょうぶ

」平安時代後期（11世紀）絹本 各扇 146.4×42.7 ㎝ 

v
・
・
・
非
写
実
的
な
蓬
莱
山
と
か
"

荒
海
の
大
魚
と
か
"
唐
に
し
か
い
な

い
恐
ろ
し
い
獣
の
形
と
か
を
描
く

人
は
"
勝
手
ほ
う
だ
い
に
誇
張
し
た

も
の
で
人
を
驚
か
せ
て
"
そ
れ
は
実

際
に
遠
く
て
も
そ
れ
で
通
り
ま
す
;

普
通
の
山
の
姿
と
か
"
水
の
流
れ
と

か
"
自
分
た
ち
が
日
常
見
て
い
る
美

し
い
家
や
何
か
の
図
を
写
生
的
に

お
も
し
ろ
く
混
ぜ
て
描
き
"
わ
れ
わ

れ
の
近
く
に
あ
る
あ
ま
り
高
く
な

い
山
を
描
き
"
木
を
た
く
さ
ん
描

き
"
静
寂
な
趣
を
出
し
た
り
"
あ
る

い
は
人
の
住
む
邸
の
中
を
忠
実
に

描
く
よ
う
な
時
に
上
手
と
下
手
の

差
が
よ
く
わ
か
る
も
の
で
す
;
字
で

も
そ
う
で
す
;
深
味
が
な
く
て
"
あ

ち
こ
ち
の
線
を
長
く
引
い
た
り
す

る
の
に
技
巧
を
用
い
た
も
の
は
"
ち

í
*
と
見
が
お
も
し
ろ
い
よ
う
で

も
"
そ
れ
と
比
べ
て
ま
じ
め
に
丁
寧

に
書
い
た
字
で
見み

栄ば

え
の
せ
ぬ
も

の
も
"
二
度
目
に
よ
く
比
べ
て
見
れ

ば
技
巧
だ
け
で
書
い
た
字
よ
り
も

よ
く
見
え
る
も
の
で
す
;
ち
í
*
と

し
た
こ
と
で
も
そ
う
な
ん
で
す
"
ま

し
て
人
間
の
問
題
で
す
か
ら
"
技
巧

で
お
も
し
ろ
く
思
わ
せ
る
よ
う
な

人
に
は
永
久
の
愛
が
持
て
な
い
と

私
は
決
め
て
い
ま
す
;・
・
・
ze�
源

氏
物
語
・
帚
木
�
与
謝
野
野
晶
子
訳

か
ら
o 

v
天
平
人
の
宗そ

う

と
し
た
"
王
羲
之
や
欧
陽
詢
"
褚
遂
良
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
"
私
は

鄭
道
昭
"
張
猛
竜
や
石
門
銘
等
"
い
わ
ゆ
る
六
朝
風
が
好
き
で
あ
る
;
草
仮
名
で
は
"

比
較
的
最
古
風
を
伝
え
る
と
お
も
わ
れ
る
"
定
家
臨
模
の
貫
之
の
土
佐
日
記
"
道
長
の

日
記
中
の
歌
を
か
い
た
仮
名
"
高
野
切
れ
乙
種
の
源
兼
行
の
書
を
参
考
に
し
た
;
良
寛

は
古
筆
の
一
片
を
も
見
て
い
な
い
が
"
草
仮
名
に
就
て
も
や
や
い
い
解
釈
を
持
*
て
い

る
こ
と
に
改
め
て
感
心
し
又
参
考
に
な
*
た
;ze
靫
彦
o 

v
品
位
は
絵
画
の
各
要
素
の
調
和
の
完
美
に
あ
る
と
も
云
へ
る
が
"
背
後
に
潜
在
す
る

作
家
の
人
格
と
感
情
の
高
さ
に
よ
*
て
霊
妙
な
力
を
現
は
し
う
る
の
で
あ
る
;ze
靫
彦
o 

郭煕
か く き

「早春図」部分 台北、国立故宮博物院蔵 

郭煕は北宋の山水画家。11世紀の画家。 

v
東
寺
山
水
屏
風
z
に
描
か

れ
た
人
物
は
"
白
楽
天
ら
だ

と
考
え
ら
れ
"
こ
れ
ら
は
唐

絵
で
あ
り
唐
風
だ
が
"
風
景

の
山
・
水
・
樹
木
や
人
物
の

一
部
な
ど
は
温
和
で
や
わ

ら
か
く
"
静
か
な
情
緒
が
感

じ
ら
れ
"
日
本
の
自
然
が
描

か
れ
"
和
様
化
の
傾
向
が
は

*
き
り
と
見
ら
れ
る
; 

郭
煕
の
山
水
画
と
比
較

す
る
と
"
そ
の
感
性
の
違
い

が
よ
く
分
か
る
; 

�
源
氏
物
語
�
e
帚
木
"
雨

夜
の
品
定
め
o
に
は
平
安
後

期
の
絵
画
観
が
語
ら
れ
て

い
る
; 

靫彦画「紅白椿」1964 年 79 歳 
滋賀県近代美術館蔵 

靫彦筆「良寛像」 

紙本墨画 

131.7×26.3 ㎝ 

靫彦画「紅梅」1961 年 

賛 

は
ち
の
こ
を
わ
が
わ
す
る
れ
ど
も
と
る
ひ
と
は 

な
し
と
る
ひ
と
は
な
し
は
ち
の
こ
あ
は
れ 
 
 
 
 

靫
彦 

            

や
ま
と
絵 

や
ま
と
絵
は
"
大
和
絵
"
倭
絵
"
和
絵
な
ど
と
も
表
記
さ
れ
る
;
飛
鳥
・
奈
良
時
代
に
中
国
か
ら
伝
来
し
た
絵
画
を
唐
絵

か

ら

え

と
言
い
"

そ
れ
ら
は
中
国
の
風
景
や
風
俗
な
ど
を
主
題
と
し
た
絵
画
で
あ
*
た
;
平
安
時
代
中
期
e
10
世
紀
初
め
頃
か
ら
o"
国
風
文
化
の
発
展

に
と
も
な
い
"
日
本
の
風
景
や
風
俗
や
人
物
を
主
題
に
し
た
障
屏
画

し
H
う
へ
い
が

な
ど
で
"
や
ま
と
絵
が
発
達
す
る
;
鎌
倉
か
ら
室
町
時
代
に
か

け
"
宋
元
画
が
"
禅
と
と
も
に
伝
来
し
流
行
す
る
;
こ
れ
ら
の
中
国
風
の
絵
画
を
漢
画

か

ん

が

と
呼
ぶ
;
室
町
か
ら
江
戸
時
代
に
わ
た
り
"

や
ま
と
絵
は
土
佐
派
に
受
け
継
が
れ
"
桃
山
か
ら
近
代
に
か
け
"
俵
屋
宗
達
か
ら
尾
形
光
琳
e
琳
派
o
へ
と
継
承
さ
れ
た
; 

                         


